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平成３０年７月豪雨災害写真報告 

（岡山県総社市、倉敷市） 
（調査日：2018.7.18 ～19） 

【主な調査先の位置図】 
１．総社市：7月 18日（水） 
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 ２．倉敷市：7月 19日（木） 

 

真備町拡大図 

 

⑥まび記念病院 

⑦川辺宿駅周辺 

 

・・・河川被災箇所 

⑧真備支所 

⑨吉備真備駅周辺 

⑤倉敷市役所 

⑥~⑩真備町 

⑩堤防決壊現場周辺 
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【１．総社市災害ボランティアセンター（総合福祉センターに設置）】 

総社市社会福祉協議会の玄関前に設置されている 

災害ボランティア受付の窓口 

総社市社会福祉協議会の執務室 

【２．総社市役所】 

市役所前に運行する災害ボランティアバス 総社市役所南側車庫に設置されている 

「災害支援物資」の受付及び配布場所 



1 

【３．美袋・作原地区】 

浸水した民家の玄関 災害ゴミが歩道や道路に溢れていた。 

昭和公民館で行われていたボランティア受付 畑にも浸水していた。 

浸水した住宅（１） 

浸水した住宅（２） 

ここまで浸水 

浸水した跡 
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【４．アルミ工場の爆発現場及び周辺】 

  
爆発したアルミ工場 アルミ工場の隣にある工場では、建物の中がすべて

見えるほどに屋根や壁、それに窓ガラスが吹き飛ん

でいた。 

 
アルミ工場付近（河川敷の向かい側）の住家被害(1) 

 
アルミ工場付近（河川敷の向かい側）の住家被害(2) 

 

【５．倉敷市役所】 

 
市役所玄関前の貼り紙 

 
倉敷市災害対策本部 
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【６．まび記念病院及び周辺の民家】 

 
浸水で設備などが使えなくなったまび記念病院 

（調査の時点では復旧のめどは立っていなかった） 

 
健診車による外来診療の試験的再開 

(18 日夕方から開始) 

 
まび記念病院付近の住家被害（その１） 

 
まび記念病院付近の住家被害（その２） 

 
まび記念病院付近の住家被害（その３） 

 
まび記念病院前の交差点 

（停電のため、誘導員による交通整理が行われてい

た。 

 

 

【７．川辺宿駅周辺】 
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川辺宿駅周辺の被害（その１） 

（道路の両側に災害ゴミが溢れていた。） 

川辺宿駅周辺の被害（その２） 

（道路の両側に災害ゴミが溢れていた。） 

 

【８．真備支所（真備保健福祉会館）－災害ボランティアセンター】 

 
玄関前でボランティア登録及び活動報告の受付が行

われていた。 

 
浸水による汚泥が残ったままの 

真備保健福祉会館１階入口 

 
構内に設置された救護室 

 
ボランティアが活動するために積まれた資機材 
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【９．吉備真備駅周辺】 

 
駅付近に山積みの災害ゴミ 

 
駅前の道路 

 

【１０．堤防決壊現場周辺】 

 
家屋の倒壊 

 
電線の被害 

 




